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１．概要（Summary） 

有機・無機系薄膜太陽電池であるペロブスカイト太陽

電池の構造解析に、名古屋大学ベンチャービジネスラボ

ラトリーの設備を利用した。 
 
２．実験（Experimental） 
【利用した主な装置】 
 走査型電子顕微鏡（日立 S4300）、段差計（アルバック 
Dektak150） 
【実験方法】 

走査型電子顕微鏡を用いて、ペロブスカイト太陽電池

セルの構造観察や、Dektak を用いて膜厚測定を行っ

た。 
 
３．結果と考察（Results and Discussion） 
 走査電子顕微鏡(SEM)を用いてペロブスカイト太陽電

池セルの原子層堆積法で成膜した TiO₂層の表面観察を

行ったところ、Fig.1 のようになった。一方、TiCl₄水溶液を

前駆体として成膜TiO₂層の表面観察の結果はFig.2のよ

うになった。Fig.1 と Fig.2 を比較すると、Fig.1 の方が緻

密で均質な膜が成膜できており、本研究のペロブスカイト

太陽電池では、TiCl₄溶液使用の製作プロセスよりも、原

子層堆積法を用いた製作プロセスが適していると考えら

れる。 
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Fig.1  TiO₂ layer of the process of atomic 
layer deposition. 

Fig.2  TiO₂ layer made from aqueous 
solution of  TiCl₄. 


